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阿
久
根
市
は
、
昭
和
27

年
４
月
１

日
に
う
ぶ
声
を
上
げ
て
か
ら
60

年
。

幾
多
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
遷
の

中
、
郷
土
を
愛
す
る
市
民
並
び
に
先

輩
各
位
の
知
恵
と
努
力
に
よ
り
、
一

つ
ひ
と
つ
試
練
を
乗
り
越
え
、
今
日

ま
で
の
歴
史
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。

市
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
次
の

表
の
通
り
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
に

取
り
組
む
予
定
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

こころに残る 懐かしい思い出
～阿久根市制施行60周年～

昭和36年　阿久根本町バス停前の商店街（国道３号）

昭和39年　潟地区

昭和37年　脇本木橋

阿久根小学校前

黒之浜のフェリー

黒之瀬戸大橋建設中

昭和36年　阿久根駅前

活気あふれる港

阿
久
根
市
制
施
行
60
周
年

イ
ベ
ン
ト
・
事
業
予
定
の
お
知
ら
せ 現在　番所丘公園から望む潟地区
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今月の題字

美しい夕日と海がある阿久
根が大好きです。将来の夢は、
みんなが住みたくなるような
家の設計士になりたいです。

ひと言

阿久根市役所、社会福祉協
議会では平成24年９月30日ま
で義援金を受け付けています。
市民の皆さまのあたたかい

ご支援をお願いします。

東日本大震災義援金
（平成2４年３月31日現在）

１３,５１３,３０６円
※日本赤十字社を通じて、被災 
された方々へ配分されます。

大お
お　

田た　

亜つ
ぐ　

美み

さ
ん

阿
久
根
小
６
年

義援金を受け付けています

今月の表紙

田代小学校の入学式では、

尾
お

原
はら

美
み

咲
さき

さん、拓
たく

哉
や

さん、美
み

菜
な

さんの三つ子の兄弟がそ
ろって入学。先生から名前を
呼ばれると３人とも元気いっ
ぱいに返事をしていました。

昭和37年に行われた市制施行10周年記念式典

市制施行60周年イベント･事業予定
実施時期 事　　業　　名 お問い合わせ

平成24年５月20日 ＮＨＫ公開番組　のど自慢 企 画 調 整 課

平成24年７月28日・29日

８月４日・５日
みどこい祭り 商 工 観 光 課

平成24年７月・８月 
（夏休み期間に開催予定）

未来を開く阿久根っ子議会 議 会 事 務 局

平成24年８月25日

～９月２日
あくね洋画展（第14回） 生 涯 学 習 課

平成24年11月３日・４日 阿久根市総合文化祭（第66回） 生 涯 学 習 課

平成24年11月10日 親睦グラウンドゴルフ大会 生きがい対策課

平成24年11月（予定） 親子ふれあいフェスタ 生きがい対策課

平成24年11月（予定） 市制施行60周年記念式典 総 務 課

平成24年12月９日
第29回

あくねボンタンロードレース大会
生 涯 学 習 課

平成24年12月15日・16日 阿久根市産業祭 商 工 観 光 課

平成24年秋～冬（予定）
阿久根市自主文化事業

（吉本新喜劇予定）
生 涯 学 習 課

平成25年３月10日
男子第23回女子第20回 
九州選抜高校駅伝競走大会

生 涯 学 習 課

通年
阿久根市観光情報発信事業 
（テレビ・ラジオ観光広報）

商 工 観 光 課

※日程や開催時期については、変更になる場合がありますので、事前にご確認ください。

こころに残る
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◇
男
子
優
勝

九
州
学
院
高
等
学
校　

四
度
目

◇
女
子
優
勝

神
村
学
園
高
等
学
校　

三
連
覇

３
月
11

日
、
九
州
の
強
豪
校
が
参

加
し
、
男
子
第
22

回
・
女
子
第
19

回

阿
久
根
市
長
旗
九
州
選
抜
高
等
学
校

駅
伝
競
走
大
会
が
早
春
の
阿
久
根
路

で
開
催
さ
れ
、
男
子
23

チ
ー
ム
、
女

子
21

チ
ー
ム
が
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し

た
。男

子
は
７
区
間
４
２
・
１
９
５
キ

ロ
の
コ
ー
ス
で
、今
回
が
４
度
目（
前

回
は
準
優
勝
）
と
な
る
九
州
学
院
高

校
が
２
時
間
８
分
11

秒
で
優
勝
し
ま

し
た
。

女
子
は
５
区
間
２
１
・
０
９
７
５

キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
、大
会
３
連
覇（
今

回
が
７
回
目
）
と
な
る
神
村
学
園
高

校
が
１
時
間
９
分
11

秒
で
優
勝
し
ま

し
た
。

な
お
、
地
元
、
鶴
翔
高
校
は
１
区

で
坂
本
大
志
さ
ん
が
序
盤
ト
ッ
プ
に

立
つ
な
ど
健
闘
し
、
２
時
間
13

分
38

秒
で
第
12

位
（
前
回
第
18

位
）
と
前

回
よ
り
６
つ
順
位
を
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
神
村
学
園
高
校
の
１
区
を

走
る
中
原
海
鈴
さ
ん
（
本
市
出
身
）

選手宣誓を行う鹿児島実業高等学校の選手

鶴翔高校がんばれ（鶴川内中学校の正門前）

男子優勝
九州学院高等学校（熊本） 前へ、前へと力強く

全力で選手たちは、

たすきをつなぐ

激しいレース展開
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が
、
区
間
賞
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
、

大
会
記
録
を
17

秒
も
上
回
る
19

分
５

秒
（
大
会
記
録
19

分
22

秒
）
と
好
走

し
、
同
校
４
区
を
走
る
倉
津
円
歌
さ

ん
（
本
市
出
身
）
も
区
間
賞
を
と
る

な
ど
、
地
元
選
手
が
大
活
躍
す
る
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
沿
道
で
は
、
詰

め
か
け
た
多
く
の
市
民
ら
が
選
手
に

盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女子優勝
神村学園高等学校（鹿児島）東日本大震災からちょうど１年を迎え、閉会式では黙とうが行われました

沿道の温かい声援

たすきをつなぐ選手たち

阿久根市長旗
九州選抜高等学校駅伝競走大会

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
情
報

神村学園高校４区を走る
倉津円歌さん
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第
12

回
鶴
小
で
ん
え
ん
コ
ン
サ
ー

ト
が
鶴
川
内
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
当
日
は
約
200

人
の
方
々
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

同
校
の
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
合

唱
・
合
奏
や
出
水
市
少
年
少
女
合
唱
団

に
よ
る
透
明
感
の
あ
る
コ
ー
ラ
ス
、
宮

之
城
吹
奏
楽
団
の
迫
力
あ
る
演
奏
に
来

場
者
は
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

宮
之
城
吹
奏
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
に

は
、
同
校
２
年
生
の
担
任
、
知
識
恵
理

子
先
生
が
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
と
し
て

参
加
。
先
生
の
素
敵
な
演
奏
姿
に
子
ど

も
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。
楽
団
の
最

後
の
演
奏
で
は
、
来
場
者
全
員
の
『
ふ

る
さ
と
』
大
合
唱
に
よ
り
来
場
者
の
故

郷
を
思
う
心
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が

委
員
を
務
め
る
実
行
委
員
会
が
、
子
ど

も
た
ち
に
本
物
の
演
奏
に
ふ
れ
て
も
ら

い
、
故
郷
を
愛
す
る
心
を
育
て
た
い
と

い
う
目
的
で
、
平
成
12

年
度
か
ら
毎
年

開
催
し
て
い
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

宮之城吹奏楽団による迫力の演奏

「
毎
朝
、
長
縄
跳
び
が
ん
ば
っ
た
よ
。」

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
ご
し
ま
」
の
学
校

賞
（
県
教
育
委
員
会
が
主
催
）
に
選
ば

れ
た
折
多
小
学
校
の
表
彰
式
が
同
校
の

運
動
場
で
行
わ
れ
、
全
児
童
が
一
年
を

通
し
て
、
毎
日
取
り
組
ん
で
き
た
ラ
ン 朝の運動を披露する児童ら

『
鶴
小
で
ん
え
ん
コ
ン
サ
ー
ト
』

心
に
響
く
歌
と
吹
奏
楽
の
多
重
奏

18日
3月

まちの話題

鶴小の子どもたちの合唱

来場者全員でふるさと大合唱

チ
ャ
レ
ン
ジ
か
ご
し
ま

学
校
賞
（
折
多
小
）

21日
3月

ニ
ン
グ
や
長
縄
跳
び
な
ど
の
朝
の
運
動

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
ご
し
ま
」
は
、
長

縄
跳
び
な
ど
の
６
つ
の
種
目
を
学
級
ご

と
に
挑
戦
し
、
そ
の
結
果
を
県
教
育
委

員
会
に
申
告
し
て
競
う
形
式
。

折
多
小
学
校
は
、
長
縄
跳
び
と
馬
跳

び
の
種
目
で
10

位
以
内
に
５
つ
も
入
る

好
成
績
を
収
め
た
た
め
、
そ
れ
が
認
め

ら
れ
て
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

同
賞
は
、
県
内
の
参
加
小
学
校
120

校
中

10

校
の
み
受
賞
と
い
う
快
挙
で
す
。

な
お
、
10

位
以
内
に
入
賞
し
た
市
内

の
小
学
校
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◇
一
輪
車
リ
レ
ー

４
年
生
の
部　

第
４
位　

田
代
小
３
・
４
年

第
６
位　

西
目
小
３
・
４
年

◇
10

人
で
連
続
長
縄
跳
び

４
年
生
の
部　

第
６
位　

折
多
小

６
年
生
の
部　

第
４
位　

折
多
小

◇
連
続
馬
跳
び

１
年
生
の
部　

第
３
位　

折
多
小

３
年
生
の
部　

第
３
位　

阿
小
２
組

第
８
位　

折
多
小

６
年
生
の
部　

第
７
位　

折
多
小

◇
み
ん
な
で
一
緒
に
短
縄
跳
び

５
年
生
の
部　

第
８
位　

阿
小
１
組

代表で受賞した児童ら
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東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
大
川
小
・

中
学
校
で
、
児
童
・
生
徒
と
学
校
職
員
、

学
校
周
辺
の
住
民
の
方
々
と
合
同
に
よ

り
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
阿
久
根
消
防
署
や
阿
久
根

警
察
署
と
も
連
携
し
、
約
100

人
が
そ
れ

ぞ
れ
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
参
加
。

万
一
の
と
き
に
は
小
・
中
学
校
で
助

け
合
い
、
地
域
の
方
々
に
も
呼
び
掛
け

て
避
難
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

西
目
自
然
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど

も
た
ち
や
そ
の
保
護
者
ら
約
40

人
が
、

弓
木
野
区
の
餅
越
禎
久
さ
ん
の
竹
山
で

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
の
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
協
力
し
合
っ
て
、
地

面
か
ら
ち
ょ
こ
っ
と
穂
先
が
出
て
い
る

タ
ケ
ノ
コ
を
見
つ
け
て
は
、「
あ
っ
た
、

こ
こ
に
あ
っ
た
よ
。」
と
歓
声
を
上
げ
、

慎
重
に
山
グ
ワ
で
黄
金
色
の
タ
ケ
ノ
コ

を
次
々
と
掘
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
10

月
１
日
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぷ

れ
で
お
主
催
で
、
鹿
児
島
大
学
教
育
学

部
と
の
連
携
で
開
講
し
て
い
た
『
莫
祢

ゴ
ー
ル
ド
創
世
塾
』
の
修
了
式
が
行
わ

れ
、
18

名
が
無
事
修
了
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
塾
は
、
同
塾
の
修
了
者
が
地
元

の
歴
史
や
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
承

し
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
に
と
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

阿
久
根
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協

議
会
主
催
に
よ
る
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
審
査
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞　

脇
本
浜
子
ど
も
会

優

秀

賞　

下
村
子
ど
も
会

下
桑
子
ど
も
会

入

選　

小
漉
・
八
郷
子
ど
も
会

瀬
之
浦
下
子
ど
も
会

古
里
・
松
ヶ
根
子
ど
も
会

努

力

賞　

陳
之
尾
子
ど
も
会

牛
之
浜
子
ど
も
会

見
る
人
の
心
に
花
い
っ
ぱ
い

子
ど
も
会

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
結
果

『
阿
久
根
の
語
り
べ
』
第
一
期
生

莫
祢
ゴ
ー
ル
ド
創
世
塾

修
了
式

「
自
分
で
タ
ケ
ノ
コ
掘
れ
た
よ
」

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
学
習

標
高
70
ｍ
仲
仁
田
墓
地
ま
で
避
難

大
川
小
・
中
学
校
で

津
波
避
難
訓
練

8日
3月

大川小・中学校で行われた津波避難訓練

まちの話題

10日
3月

20日
3月

17日
3月

タケノコ掘りの説明を受ける参加者

読み聞かせ指導者育成講座成果発表の様子
（グランビューあくね）

最優秀賞を受賞した脇本浜子ども会の花壇

ま
ち
の
話
題　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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まちの話題 みんなのアルバム

３月４日、市文化協会主催による
第26回チャリティショーが市民会館大
ホールで開催され、24団体がステージ
上で太鼓演奏や踊りなど、日ごろの活
動成果を披露しました。また、３月12

日に同協会の川﨑勲会長らが市役所を
訪れ、本市の文化活動に役立ててほし
いと、益金の一部を西平市長に手渡し
ました。

チャリティーショーで地域貢献

詩吟を披露する錦城会阿久根
支部・詩舞道錦城流の皆さん

国道389号の花壇を観賞しながらウォーキングを楽しむ参加者

３月25日、国道389号の花壇に花を咲かせ続けてきた花を咲か
せ隊の設立10周年を記念して「花と歴史のウォーク」が脇本地区
公民館を発着点として開催され、約220名が参加しました。参加
者は、国道389号の花壇に咲くチューリップなどの花々を愛で、
寺島宗則旧家などの歴史を学びました。

花と歴史のウォークで春を満喫
～花を咲かせ隊設立10周年記念～

３月18日、ＮＰＯ法人ビゴップ主催
で市内を写真撮影するツアーが開催さ
れ、市外から17人が参加しました。また、
駅前商店街には、市民らから提供を受
けた昭和40年ごろの市内の写真が飾ら
れており、参加者は熱心に見入ってい
ました。

カメラごしに阿久根をのぞく旅

昭和40年ごろの写真に
見入るツアー参加者

㈳阿久根市シルバー人材センター設
立20周年記念式典が３月19日、グラン
ビューあくねで開催されました。会員
ら約100人が参加。運営に寄与された企
業・個人に表彰状や感謝状が贈られ、
アトラクションでは、会員や保育園児
らの踊りなどが披露されました。

シ ルバー人材センター設立20周年

『じゃっせんあくね』を踊る
会員とみなみ保育園の園児ら

桜が満開　絶好の花見日和

花見を家族で楽しむ（番所丘公園の１年階段）
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深田区に映える実えんどうの白い花

濵﨑長年さんの実えんどう畑から阿久根大島を望む（深田区）

３月２日、地震災害を想定し、阿久根ガス
㈱などの７事業所からなる鹿児島都市ガス協
議会の防災訓練が市民会館で行われ、阿久根
消防署など約40人が参加しました。これは、
災害時に会員相互の応援体制をとるため毎年
開催されているものです。

地 震災害によるガスの二次被害を防げ

てきぱきと防災訓練に取り組む
阿久根ガス㈱の職員ら

楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎0996-73-1211（内線1214）

みんなのアルバム

消防士タスキリレーに参加した阿久根消防署員ら

３月15日、東日本大震災による救助活動で命を落とした
消防職員の追悼と被災地復興を願い、鹿児島市から宮城県
石巻市まで消防署員がタスキをつなぐリレーに阿久根地区
消防組合の署員ら約20人が参加しました。９月11日に到着
予定とのことです。

鹿児島から石巻市へ消防士タスキリレー

ま
ち
の
話
題　

み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム
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阿久根市政ニュース
市の取組などについてお知らせします。

最新鋭の小型動力消防ポンプ５台を
消防団に配備
３月18日、平成23年度電源立地地域対策交付金

事業による助成を活用し、最新鋭の小型動力消防

ポンプが赤瀬川分団、西目分団西目班、佐潟班、

大川分団牛之浜班、尻無班に整備されました。

これは、これまで使用していた消防ポンプが導

入から16年以上経過し、老朽化していたため今回

更新したものです。今後の火災や災害時に市民の

皆さまの安全確保に役立つことが期待されます。配備された最新鋭の小型動力消防ポンプ

消
防
ポ
ン
プ

大川診療所が待望の
週５日診療体制スタートY４月から
大川診療所が、これまでの診療に加え、４月か

ら火曜日と木曜日の午前中にも診療を開始しまし
た。
診療科目は内科で、医療法人昴和会　内山病院

の医師が診察にあたります。診療時間は午前９時
から正午まで、受付は午前８時30分からになりま
すので、お気軽にご利用ください。
なお、月・水・金曜日の診療時間はこれまでと

同じ午後２時から午後５時までです。
※問い合わせ先
大川診療所　☎０９９６－７４－００５４火曜日の診療を担当する山中弘毅医師（右）

大
川
診
療
所

平成24年第１回定例市議会
３月26日㈪に閉会
２月22日から開かれていた平成24年第１回定例

市議会が３月26日に閉会しました。

総額97億7,600万円の一般会計当初予算案など

が提案され、すべて可決されました。予算概要に

ついては、後日、くらしのガイドブックを配布い

たしますので、ご活用ください。

なお、議事内容については、市のホームページ

や後日配布予定の市議会だよりをご覧ください。

市
　
議
　
会

平成24年第１回定例市議会
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

市役所からの

お知らせ

県
内
各
地
で
、未
公
開
株
に
よ
る
投
資
詐
欺
、

訪
問
販
売
に
よ
る
高
額
商
品
の
購
入
、
日
用
品

の
無
料
配
布
や
格
安
販
売
な
ど
と
言
っ
て
人
を

集
め
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
状
態
で
高
額

な
商
品
を
契
約
さ
せ
る
催
眠
商
法
（
ハ
イ
ハ
イ

学
校
）
に
よ
る
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

必
要
で
な
い
物
は
は
っ
き
り
断
る
。
覚
え
が

な
い
と
き
は
振
込
ま
ず
他
の
人
に
相
談
す
る
。

商
品
の
安
売
り
、無
料
配
布
に
気
を
と
ら
れ
て
、

高
額
な
商
品
の
契
約
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

『
チ
ョ
ッ
シ
モ
タ

4

4

4

4

4

4

。』
と
思
っ
た
ら
市
役
所
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
）
に
相
談

し
、
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
す

る
な
ど
の
対
応
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
８
日
を
過
ぎ
て
も

解
約
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

高齢者や主婦の皆さんが狙われています
問い合わせ先：市消費生活センター☎０９９６－７３－１２１１（内線１４６０）

高
額
請
求

線
路
上
の
架
線
に
は
、
常
に

『
２
万
ボ
ル
ト
』
の
電
圧
が
か

か
っ
て
い
て
、
近
づ
く
と
感
電

し
て
危
険
で
す
。

ま
た
、
踏
切
以
外
の
場
所
で

線
路
を
横
切
っ
た
り
、
架
線
に

物
を
近
づ
け
た
り
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
架
線
事
故
・
踏
切
事
故
は

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
㈱

電
気
指
令

☎
０
１
２
０（
１
３
２
）４
９
１

架
線
の
感
電
に
注
意
Z

ビニールなどが電線に掛かって

いるのを見かけたら、絶対に取

らずに連絡してください。

ビ
ニ
ー
ル
が

列
車
を
止
め
る
Z

線路を渡るときは、釣りざおなど立てず

にたたんで渡りましょう。

釣
り
ざ
お
な
ど
で
感
電
Z

感
電
に
注
意
Z

制
限
高
４
・
５
ｍブームは収納していますか。

感電事故防止にご協力をお願いします

架線の電圧『２万ボルト』
肥薩おれんじ鉄道
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【
係
の
業
務
紹
介
】

●
財
政
係

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
た
市
税
や
国
・
県
の
補
助

金
、
交
付
金
な
ど
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
予
算
編

成
業
務

ま
た
、
地
方
交
付
税
や
計
画
的

な
市
債
借
入
、
償
還
及
び
一
時
借

入
金
に
関
す
る
こ
と
、
財
政
計
画

の
策
定
・
調
整
、
決
算
、
財
政
事

情
の
公
表
、
財
政
統
計
調
査
に
関

す
る
業
務

●
管
財
係

建
設
工
事
等
に
関
す
る
指
名
願

い
の
受
付
、
入
札
執
行
及
び
契
約

締
結
、
市
有
財
産
の
取
得
、
処
分

及
び
貸
付
に
関
す
る
事
務

●
用
地
車
両
係

市
有
財
産
の
整
理
・
境
界
確
認

や
市
有
財
産
の
管
理
、
市
が
保
有

す
る
公
用
車
の
運
行
管
理
及
び
市

が
所
有
し
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

の
運
行
管
理
業
務

【
課
長
か
ら
ひ
と
言
】

財
政
課
は
、
市
の
財
政
運
営
、

市
有
財
産
の
管
理
、
工
事
入
札
な

ど
各
種
契
約
事
務
及
び
公
用
車
の

各 課 紹 介各 課 紹 介

管
理
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
財
政
』
と
耳
に
す
る
と
数
字
が

並
び
、
取
り
つ
き
難
い
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。

そ
こ
で
現
在
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
市
の
財
政
状
況
を
よ
り
良
く

理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
昨
年

11

月
か
ら
市
内
各
地
区
で
『
市
長

と
語
る
会
』
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
で
説
明
を
行
っ
て
い

ま
す
。

本
市
は
、
平
成
８
年
度
か
ら
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
財
政
の

健
全
化
に
努
め
た
結
果
、
本
市
の

財
政
状
況
の
健
全
化
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
を
維
持
し
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
、
市
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
市
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は

『
市
民
出
前
講
座
』
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

（
財
政
課
長　

花
田　

清
治
）

財政係（内線１２２１・１２２４）/ 管財係（内線１２２２）/ 用地車両係（内線１２２３）
財政課です（市役所２階）問い合わせ先　☎０９９６－７３－１２１１

【
係
の
業
務
紹
介
】

●
管
理
係

㈠
農
地
の
貸
借
や
所
有
権
移
転
の

許
可
申
請
な
ど
の
業
務

㈡
農
地
を
農
地
以
外
の
地
目
（
宅

地
、
駐
車
場
、
山
林
な
ど
）
に

変
更
す
る
際
の
許
可
申
請
な
ど

の
業
務

㈢
農
業
者
年
金
に
関
す
る
業
務

㈣
優
良
農
地
の
確
保
、
農
地
の
利

用
集
積
、
遊
休
農
地
の
解
消
、

認
定
農
業
者
の
育
成
や
農
業
経

営
の
法
人
化
推
進
な
ど
の
業
務

㈤
農
地
の
借
賃
の
動
向
や
そ
の
他

の
情
報
提
供
、
地
域
の
実
勢
価

格
な
ど
の
情
報
提
供

㈥
農
業
政
策
に
関
す
る
農
家
の
意

見
・
要
望
及
び
諮
問

【
事
務
局
長
か
ら
ひ
と
言
】

農
業
委
員
会
は
、
４
月
の
人
事

異
動
に
よ
り
、
振
興
係
が
管
理
係

に
統
一
さ
れ
、
管
理
係
４
名
と
事

務
局
長
を
含
め
た
５
名
の
職
員
構

成
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
は
、
法
的
に
三
つ
の

業
務
に
区
分
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
一
つ
が
法
令
に
基
づ
く
必
須
業

務
で
、
二
つ
目
が
法
令
に
基
づ
く

任
意
の
業
務
、
三
つ
目
が
意
見
の

公
表
、
農
家
の
意
見
・
要
望
及
び

諮
問
に
対
す
る
答
申
を
行
っ
て
い

ま
す
。

法
令
に
基
づ
く
業
務
と
は
、
係

の
業
務
で
紹
介
し
ま
し
た
㈠
〜
㈢

の
業
務
で
、
法
令
に
基
づ
く
任
意

の
業
務
と
は
、
㈣
、
㈤
の
業
務
、

㈥
が
意
見
の
公
表
、農
家
の
意
見
・

要
望
及
び
諮
問
に
対
す
る
答
申
の

業
務
と
な
り
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
全

国
的
に
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
今

後
も
引
き
続
き
農
業
委
員
を
中
心

に
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と
し

て
、
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
農
業
に
関
す
る
ご
相
談
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
長　

内
園　

由
幸
）

問い合わせ先：農業委員会　☎０９９６－７３－１２１１（内線１２５１・１２５２）

農業委員会です（市役所２階）

折多小の稲刈り体験



以
内



[検査内容] 乳がん検診（超音波検査）
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阿久根市職員人事異動 （平成24年４月１日付　カッコは旧職など）

◆課長級
総務課長兼選挙管理委員会事務局長（健康増進課長兼地域

包括支援センター所長） 上野　正順

財政課長（議会事務局長） 花田　清治

企画調整課長（財政課長） 花木　雅昭

市民環境課長兼三笠支所長兼大川出張所長（水道課長）

松永　正美

健康増進課長兼地域包括支援センター所長（健康増進課長

補佐兼介護保険係長） 佐潟　　進

水産林務課長（水産商工観光課長） 早瀬　則浩

商工観光課長（教育委員会教育総務課長） 馬見塚啓一

会計管理者兼会計課長（総務課長兼選挙管理委員会事務局

長） 尾上　英二

水道課長（都市建設課長補佐兼維持係長） 浦　　雅智

議会事務局長（教育委員会教育総務課長補佐兼総務係長） 
松﨑　裕介

教育委員会教育総務課長（教育委員会生涯学習課長兼市民

会館館長） 佐泻富士男
教育委員会生涯学習課長兼市民会館館長（教育委員会学校

給食センター所長） 上野　教次

教育委員会学校給食センター所長（三笠支所長）

野崎　清二

税務課参事〈市税等収納対策担当〉（農政課参事〈防疫対

策担当〉） 永野　　聖

教育委員会学校給食センター参事〈給食費収納対策担当〉

（市民環境課参事） 大河原宗平

◆課長補佐級
総務課長補佐〈総務・防災担当〉兼職員係長兼選挙管理委

員会（総務課長補佐兼職員係長） 山下　友治

総務課長補佐〈情報管理担当〉兼情報管理係長（生きがい

対策課長補佐兼福祉係長兼福祉事務所長補佐）

前田　武三

財政課長補佐兼財政係長（総務課主幹兼行政係長）

児玉　秀則

企画調整課長補佐兼企画推進係長兼統計調査係長（総務課

主幹兼秘書広報係長） 山元　正彦

税務課長補佐兼課税係長（総務課主幹兼情報管理係長）

川畑　宏之

生きがい対策課長補佐兼福祉係長兼福祉事務所長補佐（水

道課主幹兼管理係長） 川畑　幸博

健康増進課長補佐兼保健予防係長（健康増進課主幹兼保健

予防係長） 内園久仁代

農政課長補佐兼農村振興係長（農政課主幹兼農村振興係長）

西園　善信

水産林務課長補佐兼林務係長（農政課長補佐兼林政係長）

馬見塚徹雄

商工観光課長補佐兼商工観光係長（議会事務局主幹兼議事

係長） 牛濱　良彦

都市建設課長補佐兼維持係長（都市建設課主幹兼都市計画

係長） 冨吉　良次

三笠支所長補佐兼庶務係長兼戸籍係長（財政課長補佐兼管

財係長） 堂之下　力

議会事務局次長兼庶務係長（議会事務局主幹兼庶務係長）

平石　龍喜

農業委員会事務局次長兼管理係長（農業委員会事務局次長

兼振興係長） 柳原　一夫

教育委員会教育総務課長補佐兼総務係長（企画調整課長補

佐兼企画推進係長兼統計調査係長） 小中　茂信

教育委員会学校教育課長補佐兼管理係長（税務課長補佐兼

固定資産税係長） 小田原　真

総務課主幹兼行政係長兼選挙管理委員会（税務課課税係長）

尾塚　禎久

地域包括支援センター主幹兼管理係長（生きがい対策課主

幹兼高齢者対策係長） 竹原美佐子

農村環境改善センター主幹兼管理係長（教育委員会生涯学

習課主幹兼文化係長兼市民会館館員） 辻　　　誠

◆係長級
総務課秘書広報係長（農政課主査） 園田　　豊

財政課管財係長（財政課主査） 牧尾　浩一

税務課固定資産税係長（財政課財政係長） 久保田真一郎

市民環境課住民係長兼三笠支所兼大川出張所（市民環境課

住民係長） 平田寿美子

市民環境課国民年金係長兼三笠支所兼大川出張所（市民環

境課国民年金係長） 中園　　修

生きがい対策課高齢者対策係長（地域包括支援センター係

長） 勢屋　伸一

健康増進課国保係長（水道課簡易水道係長） 池田　英人

健康増進課介護保険係長（水産商工観光課商工観光係長）

 牛濵　睦郎

水産林務課水産係長（水産商工観光課水産係長）

大石　直樹

都市建設課都市計画係長（北薩広域行政事務組合総務課施

設整備係長） 濵﨑　久朗

水道課管理係長（健康増進課国保係長） 垂　　義継

水道課簡易水道係長（教育委員会学校教育課管理係長）

新坂　謙二

議会事務局議事係長（議会事務局主査） 牟田　　昇

教育委員会生涯学習課文化係長兼市民会館館員（農村環境

改善センター係長） 大野　勝一

◆一般職
総務課（三笠支所） 田渕　芳子

総務課（生きがい対策課） 川畑　　藍

総務課（教育委員会生涯学習課） 根比　麻美

総務課兼選挙管理委員会（総務課） 大田　省吾

総務課兼選挙管理委員会（総務課） 尾上謙一郎

総務課兼選挙管理委員会（総務課） 岩下　亮一

財政課（総務課） 早水　健児

財政課（教育委員会学校教育課） 平田　祥子

税務課（生きがい対策課） 勝目　裕士

t19ページに続く
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◆一般職（18ページ続き）
市民環境課兼三笠支所兼大川出張所（市民環境課）

古賀　広子

市民環境課兼三笠支所兼大川出張所（市民環境課）

牟禮　順子

市民環境課兼三笠支所兼大川出張所（市民環境課）

花田　省二

市民環境課兼三笠支所兼大川出張所（都市建設課）

船蔵　真一

生きがい対策課（会計課） 楠木　智美

生きがい対策課（健康増進課） 宇都　貴子

健康増進課（北薩広域行政事務組合総務課） 東　　岳也

農政課（都市建設課） 下薗　富大

農政課（都市建設課） 大下本　護

農政課（農業委員会事務局） 早水　英行

農政課（市民環境課） 猿楽　優介

水産林務課（水産商工観光課） 入来　久信

水産林務課（農政課） 大野　勇人

水産林務課（水産商工観光課） 橋口　清二

水産林務課（都市建設課） 牛ノ濱隆伸

水産林務課（税務課） 松永　雄輔

商工観光課（水産商工観光課） 新塘　浩二

商工観光課（水産商工観光課） 所﨑　慎也

都市建設課（税務課） 湯田　矢凡

都市建設課（農政課） 西田　大都

会計課（総務課） 丸塚　明子

水道課（農政課） 田原　勝矢

議会事務局（財政課） 寺地　英兼

議会事務局（教育委員会教育総務課） 新町　江莉

監査事務局兼公平委員会事務局（税務課） 尻無濵久美子

教育委員会教育総務課（議会事務局） 田渕　広子

教育委員会教育総務課（都市建設課） 尾上　国男

教育委員会学校教育課（鹿児島市紫原中学校）

内　祥一郎

教育委員会生涯学習課（農政課） 冨吉　俊文

教育委員会生涯学習課（農政課） 川邉　啓一

北薩広域行政事務組合（市民環境課） 田代　年孝

◆定年退職（５名）
川原　克郎

園田　正光

馬見新　誠

長深田　悟

川西登志子

◆新規採用職員（12名）
総務課 川邊　千紘

税務課 富山　亮平

税務課 松林　俊介

市民環境課 大川内広樹

生きがい対策課 鵜木　優志

生きがい対策課 西村　史弥

農政課 橋口　武史

水産林務課 尾上あゆみ

都市建設課 迫口　竜一

都市建設課 猿楽　士宗

農業委員会事務局 迫口　大地

教育委員会学校教育課 松﨑　正幸

平成24年４月１日付　新規採用職員12名

◆課長補佐級
警防課主幹兼危険物係長兼副署長（警防課主幹兼予防係長

兼副署長） 西村　健一

◆係長級
警防課予防係長（警防課主査） 濵﨑　敏光

◆新規採用職員（４名）
神田　訓宏

枦　　宏輝

大野　智明

富浜　和都

平成24年４月１日付　新規採用職員４名

阿久根地区消防組合
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田
畑
・
竹
林
な
ど
の
鳥
獣
被
害
に
よ
る
防

護
柵
・
防
鳥
網
設
置
の
補
助
事
業
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
補
助
金
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
一
人
１
回
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

◇
補
助
対
象
者

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
（
耕
作
の
目
的
に

供
さ
れ
る
土
地
）
や
竹
林
に
防
護
柵
・
防
鳥

網
を
新
た
に
設
置
す
る
市
内
の
農
業
者
。

◇
補
助
金
額

・
防
護
柵　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額　

６
万
５
千
円
）

・
防
鳥
網　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額　

７
万
円
）

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課　

農
政
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
３
３
・
１
１
３
７
）

鳥
獣
被
害
に
よ
る
防
護
柵
・
防
鳥
網

設
置
へ
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

　らしの情報くs「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

鳥獣被害防止のために
設置された防護柵

竹
林
に
行
け
な
く
な
り
、
ど
う
し
て
も
管

理
で
き
な
い
と
い
う
竹
林
所
有
者
で
、
管
理

生
産
を
し
て
く
れ
る
人
に
貸
し
て
有
効
利
用

し
て
も
ら
お
う
と
お
考
え
の
方
。
ま
た
、
竹

竹
林
を
貸
し
た
い
方
・

借
り
た
い
方
へ

林
を
借
り
て
タ
ケ
ノ
コ
の
生
産
を
や
っ
て
み

た
い
と
お
考
え
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
市
で
取
り
ま
と
め
、
貸
し
手
・
借
り

手
に
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

水
産
林
務
課　

林
務
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
６
２
）

◇
販
売
日
時　

５
月
８
日
㈫　

９
時
〜
13
時

◇
場　
　

所　

農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◇
本　
　

数　

６
千
本
程
度

◇
単　
　

価　

１
本
20
円

※
予
約
注
文
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
販
売
時
間
内
で
あ
っ
て
も
、
苗
が

無
く
な
り
次
第
、
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
２
１
９
１

９
月
咲
き
小
ギ
ク
苗
を
販
売
し
ま
す

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
な
ど

の
年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
へ
の
『
移

動
ね
ん
き
ん
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
川
内
年
金
事
務
所
の
職
員
な

ど
が
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
予
約
の
際
は
、「
相
談
内
容
」・「
氏
名
」・

「
基
礎
年
金
番
号
」・「
連
絡
先
（
電
話
番
号
）」

な
ど
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

移
動
ね
ん
き
ん
相
談
所
の

開
設

◇
日
時　

５
月
24
日
㈭

９
時
40
分
〜
15
時
40
分

※
予
約
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
待
合
室
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

◇
場
所　

市
民
会
館　

第
10
会
議
室（
１
階
）

◇
持
参
す
る
も
の

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
特
別

便
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど

・
本
人
確
認
の
で
き
る
資
料

※
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
。

ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
も

必
要
で
す
。

◇
予
約
受
付
期
間

５
月
１
日
〜
５
月
11
日
（
厳
守
）

※
予
約
受
付
先　

市
民
環
境
課　

国
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
３
）

大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
な
ど
に
在
学
中

の
20
歳
以
上
の
国
民
年
金
被
保
険
者
で
、
本

人
の
前
年
所
得
が
118
万
円
以
下
の
場
合
、『
学

生
納
付
特
例
』
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
承

認
期
間
は
、４
月
（
ま
た
は
20
歳
の
誕
生
月
）

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
（
10
年
以
内
に
追
納
す
れ
ば
、
年

金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
）。

ま
た
、
申
請
手
続
は
、
毎
年
度
必
要
で
す

の
で
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
な
ど
を
持
参
の

国
民
年
金
保
険
料
『
学
生
納

付
特
例
』
申
請
の
ご
案
内

上
、
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
タ
ー
ン
ア

ラ
ウ
ン
ド
式
の
『
学
生
納
付
特
例
申
請
書
』

が
届
い
た
方
は
、
署
名
な
ど
を
行
い
、
ポ
ス

ト
に
投
函
す
れ
ば
、継
続
手
続
が
で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
日
本
年
金
機
構 

川
内
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
）

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６

・
市
民
環
境
課　

国
民
年
金
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
３
）

◇
軽
自
動
車
税
の
納
期

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車

税
の
納
期
は
５
月
で
、
納
付
書
は
５
月
中
旬

に
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、納
期
限
は
５
月
31
日
㈭
で
す
の
で
、

期
限
ま
で
に
納
付
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◇
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

・
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

①　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
も
っ
ぱ
ら

自
ら
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車

②　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
ま
た
は
知
的

障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
そ
の
方
と

生
計
を
同
じ
に
す
る
方
が
使
用
さ
れ
る

軽
自
動
車

③　

構
造
が
、
も
っ
ぱ
ら
障
が
い
の
あ
る
方

が
利
用
さ
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
軽

自
動
車

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
の

お
知
ら
せ
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・
受
付
期
間

５
月
７
日
㈪
〜
５
月
25
日
㈮

・
申
請
に
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証
、
身
体

障
害
者
手
帳

※
減
免
は
普
通
自
動
車
も
含
め
て
障
が
い

の
あ
る
方
、
一
人
に
つ
き
１
台
で
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
内
容
な
ど
に
よ
っ
て

は
、
減
免
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
課
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
３
・
１
４
４
４
）

市
の
観
光
・
特
産
品
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

公
的
行
事
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
・
サ
ポ
ー
ト
を
務
め
る
女
性
３

名
を
募
集
し
ま
す
。

◇
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以

上
の
未
婚
女
性

◇
方
法　

応
募
用
紙
に
写
真
１
枚
を
添
え
て
、

申
込
先
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

◇
締
切　

平
成
24
年
５
月
７
日
㈪
必
着

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
９
│
１
６
２
４

阿
久
根
市
大
丸
町
１
６
番
地

阿
久
根
商
工
会
議
所
内

「
シ
ー
ク
ィ
ー
ン
あ
く
ね
」
事
務
局
係

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
５

２
０
１
２
シ
ー
ク
ィ
ー
ン

あ
く
ね
募
集

平
成
24
年
７
月
27
日
に
任
期
満
了
と
な
る

鹿
児
島
県
知
事
選
挙
の

お
知
ら
せ

鹿
児
島
県
知
事
の
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

◇
選
挙
期
日　

平
成
24
年
７
月
８
日
㈰

◇
選
挙
期
日
の
告
示
日

平
成
24
年
６
月
21
日
㈭

※
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
４
１
）

農
水
産
物
販
売
、
演
芸
、
書
・
絵
画
の

展
示
な
ど
、
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
の
区
民
祭

で
す
。
う
ど
ん
や
焼
き
鳥
な
ど
の
軽
食
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

５
月
13
日
㈰　

10
時
〜
15
時

◇
場
所　

潟
区
公
民
館

潟
区
民
祭
へ
よ
う
こ
そ
Y

『
み
な
ま
た
発　

地
球
へ
の
賛
歌　

奏
で

よ
う
、生
命
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
Y
』を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
み
な
ま
た
未
来
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時　

５
月
26
日
㈯
（
開
場
15
時
30
分
）

開
演
16
時
〜
18
時
30
分

み
な
ま
た
未
来
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

〜
海
恋
物
語　

第
五
章
〜

◇
場
所　

水
俣
広
域
公
園

潮
騒
広
場　

特
設
ス
テ
ー
ジ

◇
出
演　

熱
帯
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
軍
団
、大
橋
純
子
、

マ
リ
ー
ン
、
ア
ル
ベ
ル
ト
城
間

◇
チ
ケ
ッ
ト

・
一
般
前
売
券　

２
５
０
０
円（
全
自
由
席
）

・
小
中
高
生　
　

５
０
０
円

※
問
い
合
わ
せ
先

み
な
ま
た
未
来
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
事
務
局

（
水
俣
市
商
工
観
光
振
興
課
内
）

☎
０
９
６
６
（
６
１
）
１
６
２
９

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
所
有
権
移
転

や
貸
し
借
り
、
あ
る
い
は
宅
地
等
へ
の
転
用

申
請
な
ど
に
関
す
る
調
査
や
審
査
の
ほ
か
、

遊
休
農
地
な
ど
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
相

談
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

経
済
不
況
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
協

定
）
参
加
協
議
な
ど
、
今
後
、
農
業
が
見
直

さ
れ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
農
業
委
員

会
の
役
割
や
活
動
が
重
要
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
会
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を

５
月
11
日
㈮
ま
で
に
文
書
で
お
届
け
く
だ
さ

い
。○

農
業
の
担
い
手
育
成
及
び
確
保

○
農
地
の
問
題

○
遊
休
農
地
の
対
策

○
違
反
転
用

○
そ
の
他
（
農
業
・
農
地
全
般
）

※
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
９
│
１
６
９
６

農
業
委
員
会
へ
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
願
い
し
ま
す

阿
久
根
市
鶴
見
町
２
０
０
番
地

阿
久
根
市
農
業
委
員
会

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
５
１
）

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
年
４
月
か
ら

森
林
の
土
地
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
、
市
役

所
へ
事
後
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

◇
届
出
対
象
者

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な

ど
で
森
林
の
土
地
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
新
た

に
取
得
し
た
方
。

◇
届
出
期
間

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以

内
に
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

水
産
林
務
課　

林
務
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
６
２
）

森
林
の
土
地
所
有
者
は
届
出
が
必
要

森
林
所
有
者
届
出
制
度
ス
タ
ー
ト

宝
く
じ
助
成
金（
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
）

を
受
け
、
大
丸
町
通
り
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

大
丸
町
通
り
商
店
街

ア
ー
ケ
ー
ド
の
改
修
工
事
完
了

昨年の潟区民祭

宝くじの助成金で整備した
大丸町通りの商店街アーケード
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図書館へ行こうY
　寄贈本のご紹介
市内在住の吉瀬千賀子様

より児童書の寄贈がありま

した。赤ちゃん絵本や大人

気の『こびとずかん』など、

家族一緒にお話の世界を楽

しんでみませんか。

　新刊案内
・『サムライ千年やりました』

岩井 三四二（著）
名誉と所領を守るため策略をめぐ

らす名高き兵、出世と婿入りを勘定

所入人吟味に賭ける御家人の次男坊

…。千年にわたるサムライたちの奮

闘劇全８編を収録。

・『瓦礫の中の幸福論』 渡辺 淳一（著）
忘れ去られた戦後にこそ、今を生

き抜く知恵が隠されているY 渡辺

淳一が、少年時代の秘蔵のエピソー

ドを交えて綴る幸福論。

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加ください。

・５月12日㈯　14時～

映画会

・５月19日㈯　14時～

バンビ教室

（読み聞かせ）

・５月22日㈫　16時～

映画会・バンビ教室（読み聞かせ）

・『荻窪シェアハウス小助川』
小路 幸也（著）

やりたいこと、夢、特になし。自

慢は家事の腕前だけ。そんな僕が、

医院を改築した大きな家で、赤の他

人との共同生活を始めて…。

・『１ねん１くみの１にち』
川島 敏生（写真・文）

登校、朝の会、国語や算数な

どの授業、給食…。小学１年生

のクラスの１日を写真で紹介。

寄贈された児童書

阿久根市は今年で３回目の参加となる

『チャレンジデー』。毎年５月の最終水曜日に

世界中で実施されている、住民参加型のス

ポーツイベントです。

人口規模がほぼ同じ自治体同士が、０時

から21時までの間に、15分間以上継続して何

らかのスポーツをした住民の「参加率（％）」

を競い合います。

３月19日に西平市長は、対戦相手である「北

海道　芦別市」の清澤茂宏市長と電話でお互

いの健闘を祈りエール交換を行いました。

◇参加対象

年齢・性別を問わず、チャレンジデー当

日、本市に在住している方。

◇スポーツの種目内容

種目については、15分間以上継続して運

動やスポーツなどの身体活動を行えば、参

加となります。ぜひ、皆さまのご参加をお

願いします。

※問い合わせ先　

生涯学習課　スポーツ係

☎０９９６－７２－１０５１

手作り教室

『アクネ　うまいネ　自然だネ』
鹿児島県　阿久根市（３回目）

人口　２３,２９１人

『星の降る里　あしべつ』
北海道　芦別市（初参加）

人口　１６,５８８人

ＶＳ
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※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載してあります。

『
ぼ
く
ら
は
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
よ
、ぼ

く
ら
を
生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』

み
な
み
保
育
園
の
卒
園
式
で
卒
園
児
た

ち
が
歌
っ
て
い
た
歌
の
歌
詞
で
す
。

　

歌
の
題
名
を
同
園
の
先
生
に
教
え
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
『
夢
わ
か
ば
』
と

い
う
歌
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
っ
す
ぐ

な
瞳
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
よ

く
歌
っ
て
い
る
姿
に
胸
が
じ
ー
ん
と
な

り
、
思
わ
ず
涙
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

少
な
く
と
も
自
分
は
親
に
対
し
て
、

そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す

が
、
な
か
な
か
気
恥
ず
か
し
く
て
口
に

は
出
せ
ま
せ
ん
。
で
も
、
自
分
の
子
ど

も
た
ち
が
そ
ん
な
に
思
っ
て
く
れ
て
い

た
ら
、
何
と
幸
せ
な
こ
と
だ
ろ
う
か
と

思
い
つ
つ
、
そ
う
信
じ
て
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

（
寺
園
）

人のうごき
３月31日現在
（　）は前月比

人　口
23,140人
（－149人）

男
10,840人
（－82人）

女
12,300人
（－67人）

世帯数
10,596世帯
（－25世帯）

出 生 13人
死 亡 33人
転 入 125人
転 出 254人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

関
本　

隼は
ゆ

真ま　

裕　

明
（
市　

外
）

内
村　

英ひ
で

滉ひ
ろ　

友　

博
（
的　

場
）

上
鶴
こ
こ
ろ　

慎　

也
（　

段　

）

　

野　

莉り

彩あ　

圭　

一
（
市　

外
）

山
平　

聖せ
い

來ら　

達　

葵
（
市　

外
）

猿
樂
あ
い
ね　

興　

蔵
（
大　

丸
）

児
玉　

心こ
の

華か　

健　

一
（　

潟　

）

倉
津　

杏あ
ん

奈な　

範　

史
（
大　

尾
）

小
林　

快か
い

晴せ
い　

史　

仁
（
大　

丸
）

中
山　

二に

光こ　

晃　

輝
（
上　

野
）

川
畑　

龍
り
ゅ
う

祐す
け　

眞　

一
（　

潟　

）

田
中　

捷は
や

登と　

信　

幸
（
折
口
東
）

牟
田　

龍
り
ゅ
う

空く　

真　

也
（
永
田
上
）

落　
　

姫き

愛あ
ら　

亮　

太
（　

枦　

）

根
比　

麗れ

七な　

利　

博
（
牧　

内
）

谷
口　

來ゆ

彌き　

千　

草
（
折
口
東
）

村
上　

月る

姫な　

武　

史
（
黒
之
浜
）

奥
平　

司　

86
（
中
屋
敷
）
睦　

郎

中
村　

キ
ク
96
（
的　

場
）
照　

志

大
田　

テ
ル
89
（
山
下
馬
場
）　

譲

井
坂　

サ
ダ
91
（
小　

漉
）
政　

敏

中
村　

ノ
キ
83
（
中
屋
敷
）
辰　

次

東　
　

則
男
90
（
大　

尾
）
濱
田
由
佳
里

山
平
ミ
ツ
エ
92
（
古　

里
）
寿　

一

白
坂　

日
本
88
（　

町　

）
ス
ミ
ヱ

出
口　

正
夫
92
（
永
田
上
）
輝　

久

中
野　

輝
雄
77
（
筒　

田
）
マ
キ
ヱ

神
之
田
節
子
73
（
仲
仁
田
）
深　

喜

松
林　

薩
男
79
（　

枦　

）
博　

子

倉
津　

正
道
88
（
倉　

津
）
道　

徳

御
手
洗
和
雄
76
（
寺　

山
）
妙　

子

濱
崎　

末
助
77
（
佐　

潟
）
カ
オ
ル

紫
尾
田
修
理
76
（　

浦　

）
千
鶴
子

八
郷　

清
武
92
（
黒
之
上
）
シ
メ
ノ

德
⻆　
篤
義
78
（
田
代
下
）
賢　

治

中
原　

次
雄
68
（
筒　

田
）
京　

子

柳
原　

カ
ネ
80
（
牧　

内
）
末　

好

中
馬　

重
雄
97
（
槝
之
浦
東
）
章　

雄

宮
田
ハ
ツ
ミ
89
（
中　

村
）
輝　

雄

東
園　

實
憲
72
（
桑
原
城
下
）
利　

子

宇
都
ト
メ
子
87
（
大
川
島
）
義　

昭

折
橋　

ナ
ヨ
86
（
大　

尾
）
弘　

人

田
中　

千
久
82
（
横　

手
）
平
田
文
俊

佐
泻　
テ
ル
86
（
佐　

潟
）
重　

春

橋
﨑
安
喜
子
60
（
大　

丸
）
一　

幸

入
尾
野
ヨ
シ
子
78
（　

栫　

）
誠
一
郎

白
肌　

良
文
65
（
遠　

矢
）
海
平
美
由
紀

落　
　

肇　

75
（
牧　

内
）
ク
サ
ヱ

川
﨑　

末
義
81
（
尾　

崎
）
ツ
タ
ヱ

小
原
カ
メ
マ
ツ
95
（
高
之
口
）
重　

吉

西　

ス
ヱ
ノ
101
（
内　

田
）
松
林
ヨ
シ
子

死　

亡　

者
年齢
（
区　

名
）
代
表
者

出　

生　

児　

保
護
者
（
区　

名
）

阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

笑
む
こ
と
の
多
か
れ
と
付
け
し「
笑
子
」な
ら
ん
た
ら
ち
ね
思
ふ
雨
の
降
る
夜
は 

亀
澤　

笑
子

見
舞
ふ
た
び
痩
せ
て
ゆ
く
叔
母　

病
室
の
窓
の
向
か
う
に
春
は
来
て
ゐ
る 

有
田
イ
チ
エ

黐も
ち

の
木
に
ひ
よ
ど
り
ひ
そ
む
園
庭
の
朝
の
静
か
さ
ぶ
ら
ん
こ
三
つ 

赤
﨑　

タ
エ

西
徳
寺
の
前
坊
守
さ
ま
身み

罷ま
か

り
ぬ
弔
辞
読
む
わ
れ
声
と
ぎ
れ
つ
つ 

野
村　

克
江

輝
き
て
梅
の
大
樹
に
満
ち
み
つ
る
花
は
空
を
も
覆
ふ
が
ご
と
し 

木
場　

克
子

送
迎
の
言
葉
に
ぎ
は
ふ
駅
に
居
て
転
勤
を
せ
し
若
き
日
思
ふ 

川
畑　

ス
ミ

電
話
に
て
姉
と
語
り
し
十
五
分
姉
九
十
七
歳　

小
春
日
の
午
後 

遠
矢　
　

律

あ
れ
こ
れ
と
病
も
つ
身
に
三
食
の
味
は
格
別　

何
と
幸
せ 

河
南
誠
一
郎

裏
山
に
鶯
啼
き
て
胸
に
湧
く
老
い
に
い
く
ば
く
残
る
躍
動 

白
濵　

ノ
ブ

諍い
さ
かひ
も
触
れ
合
ひ
も
せ
ず
南
国
に
降
る
淡
雪
の
腰
の
細
き
よ 

 

別
府　

義
明

丸内区はこれまで約20年間、地区の青年部や壮年部、老人
クラブ、近くの会社の方々が協力して、折口川の大丸橋から
出水市境約1.4㎞の草刈り活動を行っています。３月８日、丸
内区のこの功績が認められ、河川・海岸愛護運動知事表彰を
受けられました。丸内区長の田中さんは「自分たちは、地区
の美しい自然を後の世代に残すためにやっている。当たり前
のことです。」と話していました。

阿久根を
『清掃』致し候。

河川・海岸愛護運動知事表彰を受ける丸内区長の田中高德さん

其の四

　

３
月
号
の
う
ぶ
ご
え
の
「
出
生
児
の
読
み
方
」、
お
く
や
み
の
「
代
表
者
の
氏
名
」
に

誤
り
が
あ
り
、
お
詫
び
し
ま
す
。
今
月
号
で
訂
正
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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◇趣味は何ですか・・・
フットサル、ダーツ
◇理想のタイプ
料理が得意。共通の趣味をもっている。
◇今一番興味のある事
育ててきた鉢植えの花が開花したこと。
今後の育て方を思案中です。
◇将来の夢は何ですか・・・
世界一周をして、様々な文化にふれてみ
たい。
◇このごろ気になる出来事は
今年は阿久根市制60周年で、いろいろな
イベント（のど自慢やよしもと新喜劇）
が催されること。

私たちは『心と体を元気に』をモットーに、今人気の
ヨーガを行っています。ヨーガは効果的なダイエットが
でき、健康づくりにもピッタリです。現在、活動を始め
たばかりなので会員は５名ですが、個人の体力に合わせ
て高齢者の方も参加しています。初心者・体験希望者大
歓迎。多くの会員を募集しています。私たちと一緒にリ
ラックスヨーガを楽しみましょう。
【活動日時】毎週火曜　10時～11時30分
【活動場所】働く女性の家
【連 絡 先】吉野　八重子
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「そら・なみヨーガ」
サークル紹介
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釜ゆでされた新鮮なタケノコを
買い求める方々

リラックスヨーガを楽しむ会員の皆さん




